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でぃめんしあでぃめんしあ
無料
だ ワン！

絵・杉本聖奈「金魚、すくえない？」



撮影・高野由香里

Ｄカフェ
写 真 館

岡田さんは「通う介護」のベテラン。6年前から特養で暮らす

奥様の食事介助に、毎日出かけます。Dカフェでもベテラン。

数カ所のカフェで中心メンバーとして活躍しています。

カフェで明るく声掛け   岡田たかしさん
（Dカフェ・でんどう）
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04あなたにぴったりなＤカフェはどこ？

今村美都　 杉村静子　針間直美（イラスト）　高野由香里（フォト）
風草工房　 Nan-na工房　
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認知症がテーマの
18の活動グループ

半年間の開催スケジュールを
イラストマップで紹介！

認知症サポート医・清水惠一郎さん
訪問介護・東園英姫さん
デイサービス・扇貴之さん

Ｄカフェの風景  　文・佐藤悦子
地域医者のひとり言 　文・楢林洋介
ゆずこのど素人介護 　画・青山ゆずこ
認知症 やさしくＡtoＺ 　文・北川尚之
認知症カフェ であい旅　
　　　　　　　　　　   　写真＆文・コスガ聡一

18・19
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Ｄ
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と
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Ｄ
カ
フ
ェ
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
を
チ
ェ
ッ
ク

連載エッセイ・コラム・漫画

厚労省の視察／韓国梨花女子大から見学　　　　　
／ＢＰＳＤケアプログラム研修／特殊詐欺

認知症専門医の新里和弘さんと介護者が
認知症ケアについて語り合う

認知症の治療薬

Ｄカフェ写真館　　　　撮影・高野由香里
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「認知症」で悩んだら行こう！

Ｄカフェへは、認知症の方もご一緒にどうぞ。

介護経験者や医療職、介護職がフォローします。

介護の悩みや相談も、きちんとお聞きします。

本格コーヒーを味わい、知識を深め、友達づくりをする。

それが、わたしたちの町の、Ｄカフェです。

◎とても適している　○ 適している

Ｄカフェはこの町に10カ所。
ユニークな個性派ぞろい。

一覧表をチェックして、テイストに合うＤカフェを探しましょう。 
何カ所行ってもいいんですよ。

認知症ケアの
スキルアップ

介護・医療・
福祉の相談

介護のプロとの
ネットワーク

ものづくり・
アートワークに

挑戦

特長

Ｄカフェ

◎世田谷下馬 p7 ◎ ○

○○YORO p7

◎

◎
◎

ラミヨ p8

せらぴあ p8

まちかど保健室 p6

東が丘 p5

◎

◎
◎
◎

◎さんま p6 ○
◎

○
◎

◎

都立大学 p5 ○ ○

○
でんどう p6 ○ ○

◎ ○

月光原 p7 ◎
◎

◎

◎
◎



都立大学駅から５分。日扇会第一病院入口右
のリハビリテーション室が会場。個別の相談
にも対応します。ものづくりも楽しめます。

Ｄカフェ・都立大学日扇会第一病院

▼日扇会第一病院１階
　（中根２丁目）
▼第３土曜日 １時半～３時半

土曜の午後、専門職も交えて、ゆっくり懇談
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診療棟３階の講堂とホワイエで、医療職と介
護家族が協働して運営。学習会「ミニフォー
ラム」とカフェの行き来は自由です。

▼東京医療センター３階
　（東が丘２丁目）
▼第２水曜日 ２時～４時

Ｄカフェ・東が丘東京医療センター

コーヒーでゆっくりおしゃべり
カフェの隣室では
「ミニフォーラム」

個別相談とアロマ、
静かな空間

明るいものづくりテーブル

※４月８日の会場は１階の
　「病棟会議室」に変更



▼厚生中央病院３階
　（三田１丁目）
▼第３金曜日
　２時～４時

厚生中央病院

会場は３階の機能訓練室。高齢者センター利用の
人や多機能センターの皆さんが一緒に活動。

Ｄカフェ・でんどう
３階講習室のＡ室はくつろぎルーム、Ｂ室は学習
ルーム。行き来は自由です。アロマやマッサージも。

Ｄカフェ・さんま

経験豊富な訪問看護師とベテラン介護者が、
病気のことやクスリの管理、認知症や介護
のあれこれについて一緒に考えます。

スタッフは介護経験者と看護師

Ｄカフェ・まちかど保健室看護師と健康相談

▼田道ふれあい館３階
　（目黒１丁目）
▼第１土曜日
　２時～４時

田道ふれあい館

新春恒例の太神楽
医師や看護師ともじっくりおしゃべり

▼訪問看護STORY（中町２丁目）
▼第４月曜日 12時～２時

ここはランチタイムカフェ

「座・さんま塾」講師の
ふれあいポリス・浮田さん（右）

06
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平和通り商店街近く。認知症の方と
家族、民生委員、看護師、ケアマネ
などが活発に交流。臨床美術コーナ
ーも人気です。

小学校以来のご近所さんたち

Ｄカフェ・月光原町のしゃべり場

▼清徳苑ホーム１階（目黒本町４丁目）
▼第１日曜日 ２時～４時

臨床美術

▼アライブケアホーム／
　下馬6丁目町会会館
　（下馬 6丁目）
▼第３日曜日 ２時～４時

老人ホームと町会のコラボ

役所に行く時間がな
い！　ここには介護
の専門職と介護経験
者が集まってます。
相談にいらっしゃい。

Ｄカフェ・ＹＯＲＯ
アライブホームと下馬６丁目町会とNPOが協働で
運営。偶数月には隣室で「ミニ学習会」も開催。

Ｄカフェ・世田谷下馬

▼養老乃瀧西小山店
　（原町１丁目）
▼第４日曜日 ２時半～４時

養老乃瀧で介護相談

ホームの人と町の人が一緒に

居酒屋の午後はコーヒーで

ミニ学習会

こ
の
日
、出
来
上
が
っ
た
作
品

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
」
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Ｄカフェ発祥の地。ワンルームに認知症カ
フェのエッセンスが詰まっています。多彩
な人材、多様な相談のスタイルが……。

Ｄカフェ・ラミヨNPO 本部  じっくり懇談

懇話会「ゲストを囲んで」

三宿病院は目黒区の認知症疾患医療
センター。医師、看護師、セラピス
トなど専門職がさまざまな相談に応
じます。

Ｄカフェ・せらぴあ三宿病院

▼三宿病院（上目黒５丁目）
▼第２金曜日 ２時～４時

▼交流スペース「ラミヨ」
　（五本木１丁目）
▼第２土曜日 ２時～４時
　第２日曜日・第４土曜日 １時～４時

言語聴覚士の前田さん

無料送迎バス

赤・青のストライプが目印
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いたのです。私は気付きました。母が
時々薄目を開けて見ていたものは、失意
に満ちた私の仏頂面だったと。それから
は常に笑顔でいるように心掛けました。
そうすると母は口を一生懸命動かし、発
語も増え、身体の動きもぐんぐん良くな
っていき、数カ月後には介助歩行ができ
るまでに回復したのです。
　再びあちこちのＤカフェへ参加しまし
た。Ｄカフェの日は母の気持ちがとても
活性化していることを感じました。家族
会たけのこの旅行にも連れて行っていた
だきました。２日間ずっとびっくりする
ほど元気いっぱいでした。でも母の身体
機能はゆっくりと衰えていきました。

　どんな家族にも誕生という出会いと、
死という別れがあります。母との生活は
とても幸せで学びのあるものでした。笑
顔の大切さ、他者への気遣い、どんなに
絶望的な状況でも諦めないことなど、母
は自分の人生の最後に、そのことを娘の
私に教えに来てくれたのだと思います。
　お母さんの娘で本当に良かった。産ん
でくれて、育ててくれてありがとう。

　横須賀で一人暮らしだった90歳の実母
が脳梗塞で入院し、アルツハイマーも発
症したので、東京で私の家族と暮らすこ
とになりました。最初は楽しかったです
よ～。どこへ行こうか？ お昼は何にし
ようか？などと、毎日のように出歩いて
いました。ある日「何かやりたいことあ
る？」と聞いてみると、「人と話した
い」と言うのです。どなたか母の話し相
手になってほしい、そんな思いでたどり
着いたのがＤカフェでした。

　Ｄカフェの皆さんは介護や認知症の理
解があり、私も母も楽しいひとときを過
ごすことができました。「これはいいと
ころをみつけたわ」と思いました。けれ
ど１年が過ぎ、なんと母は二度目の脳梗
塞を発症してしまったのです。担当医か
ら座位を取ることはできない、口の筋肉
の麻痺で言葉が出にくくなるなどと告げ
られました。楽しかった介護生活は一変。
失意と絶望感でいっぱいです。食事は母
の好物を並べ、部屋には花を飾り、好き
な音楽を流しました。母に笑ってほしい
……。でも言葉をかけても、手を握って
も母はじっと目を閉じているのです。
　そんなある日。ベッドの端になんと母
が腰かけているのです。「えっ、お母さ
ん座れるの！！」。もっとびっくりした
のはニッコリ微笑んでいたのです。母の
視線の先にはテレビ画面いっぱいに赤ち
ゃんの笑顔が……。おむつのCMでした。
その笑顔に誘われるように母も微笑んで

笑って！ お母さん Ｄ
カ
フ
ェ
の
風
景

佐藤悦子

リレーエ
ッセイ

佐藤悦子（さとう・えつこ）さんと
母・大瀧俊子（おおたき・としこ）さん



ラ
ミ
ヨ「
ゲ
ス
ト
を
囲
ん
で
」

　
Ｄ
カ
フ
ェ
・
ラ
ミ
ヨ
の
第
２
土
曜
日
は
、

現
場
主
義
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
迎
え
て
の
熱
い

セ
ッ
シ
ョ
ン
。
医
療
職
、
介
護
職
、
市
民
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
議
論
を
交
わ
し
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
の
で
「
予
約
制
」

で
す
。
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

東
が
丘「
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
東
が
丘
の
「
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
カ
フ

ェ
と
並
行
し
て
、
隣
室
の
大
会
議
室
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
は
東
京
医
療
セ

ン
タ
ー
の
人
た
ち
以
外
に
も
、
地
域
の
医

療
・
介
護
職
を
招
い
て
、
そ
の
回
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
話

し
合
い
ま
す
。

さ
ん
ま「
座
・
さ
ん
ま
塾
」

　
こ
こ
は
座
談
ス
タ
イ
ル
の
学
び
塾
。
参
加

者
が
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
、
医
療
や
介
護
の

課
題
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。
ス
ピ
ー

カ
ー
に
は
渋
谷
区
や
品
川
区
の
専
門
職
も
招

き
ま
す
。
隣
の
部
屋
は
ゆ
っ
た
り
し
た
カ

フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
。
穏
や
か
な
午
後
の
時
間
が

流
れ
て
い
ま
す
。

◆学習交流会の日程　ゲスト＆テーマ　   　　 内容は変更することがあります。 事前に確認を。 03-3719-5592  NPO「Ｄカフェnet」

東が丘「ミニフォーラム」
２時15分

ラミヨ「ゲストを囲んで」
２時

さんま 「座・さんま塾」
２時15分

「ラミヨ」「東が丘」「さんま」「世田谷下馬」では、カフェと並行して学習交流会をやっています。

認知症専門医や地域のかかりつけ医、訪問診療医、歯科医、薬剤師、ケアマネジャー、訪問看護師……。

多彩なゲストスピーカーを囲んで、交流を深めています。 ェＤカフ

東京医療センター
リハビリテーション科
菅原寛さん（東が丘）

厚生中央病院
排泄認定看護師
高島絵里子さん
（さんま）

玉川病院リハビリ科
千葉哲也さんの
柔軟リハビリ体操（ラミヨ）

世田谷下馬 「ミニ学習会」
２時30分

Ｄカフェ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

東京女子医大・松村
美由起「認知症 “お
付き合い” の秘訣」

三宿病院認知症疾患
医療センター・清塚
鉄人「認知症の基礎」

PLUS
舎学び

MEMO

8
（土）

12
（水）

21
（金）

16
（日）

11
（土）

8
（水）

17
（金）

13
（土）

10
（水）

19
（金）

21
（日）

9
（土）

13
（水）

15
（金）

11
（土）

8
（水）

17
（金）

19
（日）

ヤマシタ・中村公輔
「福祉用具専門相談
員とは」

アルコ薬局・大川内
克則「クスリの整理
と管理」

世田谷区成年後見セ
ンター

しろき在宅クリニッ
ク・白木良治「高齢
者の排尿トラブル」

ヤマシタ・中村公輔
「歩行補助具のいろい
ろ」

12
（土）

9
（水）

18
（金）

若年認知症サポート
センター・厚東知成
「認知症と非薬物療
法」

認知症専門医・北川
尚之＆浪岡那由太
「Ｄカフェの活用法」

しろき在宅クリニッ
ク・白木良治
「この町で訪問診療」

国際医療福祉大学院
・小野寺敦志「公認心
理師と臨床心理士」

阿部医院・清水惠一
郎「認知症と地域の
医療・介護支援」

アスティーニデンタ
ル・今中直子「お口
の健康“飲み込み”」

目黒警察署ふれあいポ
リス・浮田香「認知症
の人の行方不明問題」

はな医院・原澤慶太
郎（家庭医）「もしもの
時 “もしバナゲーム”と
は」

野沢３丁目内科
柳川達郎さん
（世田谷下馬）

ひがしがおかホーム
看護師・古屋美穂さん
（ラミヨ）

インフルエンザ講座
「正しいマスクの着用法」
（さんま）

東京医療センター
総合内科
橋山卓弘さん
（東が丘）

（
ス
ペ
ー
ス〝
ラ
ミ
ヨ
〞）

（
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
）

（
厚
生
中
央
病
院
）

（
ア
ラ
イ
ブ
ケ
ア
ホ
ー
ム
）

「退院支援看護師の
仕事」

「特別養護老人ホー
ム」 「人工透析の話」 「地域の病院を知ろ

う」
「食べられなくなっ
た時の工夫」

「救急医から見た高
齢者医療」

舎学び

11 10

世
田
谷
下
馬「
ミ
ニ
学
習
会
」

　
Ｄ
カ
フ
ェ
・
世
田
谷
下
馬
の
「
ミ
ニ
学
習

会
」
は
偶
数
月
の
開
催
。
老
人
ホ
ー
ム
に
暮

ら
す
人
た
ち
と
近
所
の
皆
さ
ん
が
、
認
知
症

や
介
護
保
険
の
こ
と
、
高
齢
期
の
住
ま
い
方

な
ど
に
つ
い
て
一
緒
に
勉
強
し
ま
す
。
目
黒

と
世
田
谷
の
医
療
職
・
介
護
職
、
介
護
者
が

情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。

「地域包括ケア病棟」
　入院患者の退院後の生活（在宅療養）を支援
するための病棟で、目黒区では厚生中央、東京
共済、三宿、日扇会第一の各病院にあります。「退
院してすぐ自宅」には不安がある、家で急に症
状が悪くなった、といったとき利用できます。
また「レスパイト入院」といって家族介護者の
休息のためにも利用できます。各病院の医療ソ
ーシャルワーカー (MSW) に相談してみましょう。
（座・さんま塾　厚生中央病院看護師  西川英子さん）

「認知症の中核的感覚は “不安”」
　認知症の人がとらわれる不安は「安心できる
世界とのつながりが切れた」という感覚です。
それは不快で、恐ろしく、耐えがたい感覚で、
容易に怒り、せん妄、妄想、幻覚などに転化します。
周囲の「矯正」「たしなめ」「励まし」「叱責」などは、
不安の感覚を促進させます。
（ゲストを囲んで　東大名誉教授・医師  大井玄さん）

「認知症予防ガイドライン」
　WHO（世界保健機関）は2019年５月、認知症
予防のための12項目の指針を発表しました。特
に効果的な予防策として―「適度な身体活
動」「禁煙」「適正な飲酒」「バランスの取れ
た栄養」ーを掲げています。地中海料理が有
効だそうです。
　その他には認知トレーニング、肥満の解消、
高血圧の管理、糖尿病の管理、脂質異常症管理、
うつ症状の管理、難聴の管理を上げています。
（松沢病院認知症疾患医療センター  新里和弘さん）

・・・・ ・・・



目黒駅から徒歩５分

弁護士 4人体制

代表  押見 和彦
・トラブルに巻き込まれそうだ

・周囲に知られずに処理したい

・今の対応で問題ないか確認したい

お  し  み

わたしたちが精一杯、丁寧に、
誠実に対応いたします

まずは

予約・相談
03-5719-3735
平日9時半～17時半

メール相談・予約はこちら

目黒総合法律 ⇒ 予約フォームへ

目 黒 総 合 法 律 事 務 所
目黒区下目黒 1‒7‒5‒402

＝訪問診療＝
24時間365日、ご自宅での生活をサポートします。
診療、採血、点滴、お薬の処方などを往診で行い

ご自宅お看取りまで、対応しています。
目黒区・渋谷区を中心に

地域の病院や訪問看護ステーション
ケアマネジャーなどと緊密に連携しています。

152-0022   渋谷区恵比寿南2-17-2-102
電話 03-5720-7760　http://hideclinic.com/

ひで

医療法人社団 松健会  えびす英クリニック

院長  松尾英男
日本在宅医学会専門医
認知症サポート医

― 在宅療養支援診療所 ̶
（2001年開業）

目黒区五本木3-20-4
Tel 03-6336-2496

https://shiroki-clinic.com

日本在宅医学会認定専門医
日本泌尿器科学会認定専門医院 長 白木 良治

訪問診療 しろき在宅クリニック

家族と一緒にいたい、という
患者さまの願い
いつもそばで寄り添いたい、という
ご家族の想い
それをかなえるのが、
わたしたちの在宅医療です

検査／投薬／点滴／中心静脈／
在宅酸素／人工呼吸器／胃ろう／
床ずれ／カテーテル／緩和ケア／
終末期医療

24時間
365日

いつでも
往診



楢林洋介（ならばやし・ようすけ）さん
楢林神経内科クリニック院長。目黒区医師
会理事。認知症に深い識見を持ち、訪問診
療に誠実に取り組む「まちのお医者さん」
です。

認知症施策推進大綱
2019年6月関係閣僚会議決定。「普及啓発・本人発
信支援」など5つの目標が示された。認知症バリアフ
リー、認知症本人大使などのプロジェクトがすでに
活動している。

　

認
知
症
を
取
り
巻
く
状
況
は
こ
の
20
年

で
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
６
年
、
世
界
初
の
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
治
療
薬
が
わ
が
国
で
開
発
さ
れ
（
日

本
で
の
発
売
は
99
年
）、
以
後
各
国
で
も

同
様
の
開
発
が
進
み
ま
し
た
。
効
能
と
し

て
は
い
ず
れ
も
「
認
知
症
症
状
の
進
行
予

防
」
を
う
た
っ
て
お
り
、
認
知
症
自
体
の

進
行
を
予
防
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
０
０
０
年
に
は
介
護
保
険
制
度
が
発

足
し
ま
し
た
。
自
立
支
援
を
理
念
と
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
認
知
症
の
増
加
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

   

２
０
１
９
年
、〝
共
生
〞と
〝
予
防
〞
を

両
輪
と
す
る
「
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
団
塊
の
世
代
が
後

期
高
齢
者
と
な
る
25
年
に
向
け
た
、
今
後

５
年
間
の
認
知
症
重
点
施
策
で
す
。

〝
共
生
〞と
は
「
認
知
症
が
あ
っ
て
も
な

く
て
も
同
じ
社
会
で
と
も
に
生
き
る
」
と

い
う
こ
と
。〝
予
防
〞
は
「
認
知
症
に
な

る
の
を
遅
ら
せ
る
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

進
行
を
緩
や
か
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
で

、  

、  

、  

、  

、
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新「認知症施策推進大綱」を読む

［地域医者の　　　 ひとり言］楢林洋介

す
。
治
療
薬
で
認
知
症
の
発
症
を
予
防
・

治
癒
さ
せ
る
こ
と
は
現
時
点
に
お
い
て
難

し
い
と
判
断
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
医
療
者
の
実
感
も
そ
の
よ
う
な
も
の

で
す
。
た
だ
、
治
療
薬
が
開
発
さ
れ
る
見

込
み
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
も
、
将
来
的

に
期
待
で
き
な
い
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

社
会
へ
の
啓
蒙
活
動
と
し
て
は
「
運
動

不
足
の
改
善
」「
生
活
習
慣
病
の
予
防
」「
社

会
参
加
に
よ
る 

孤
立
の
解
消
や
役
割
の

保
持
」
な
ど
、
正
し
い
知
識
と
理
解
に
基

づ
い
た
認
知
症
へ
の
「
備
え
」
に
重
点
を

置
い
て
い
ま
す
。

◇

　

１
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
、
認
知
症
研

究
第
一
人
者
の
医
師
が
、
自
ら
の
認
知
症

を
公
表
し
た
こ
と
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
大
綱
に
も
あ
る「
認

知
症
の
本
人
が
自
ら
の
言
葉
で
語
り
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
希
望
を
持
っ
て
前
を
向

い
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
姿
を
積

極
的
に
発
信
」
し
た
も
の
と
言
え
ま
し
ょ

う
。



コーヒー・紅茶
おかわり自由

参加費
300円
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問い合わせ：
NPO「Ｄカフェ net」
http://d-cafe.kazekusa.jp/
TEL&FAX 03-3719-5592

スナック付

世田谷下馬

第３日曜  ２時～４時

世田谷区下馬6-29-22  
アライブケアホーム多目的室
下馬６丁目町会会館

東が丘
第２水曜  ２時～４時
●バス停：東京医療センター前／東京医療センター
　恵比寿駅～用賀駅　渋谷駅～東京医療センター
　自由が丘駅～東京医療センター ほか

目黒区東が丘２-５-１ 
東京医療センター３階 東が丘

東京医療センター

薬局 薬局
駒沢通り

駒
沢
公
園

恵比寿 →

自
由
通
り

駒沢大学駅

でんどう

さんま
第３金曜  ２時～４時

JR 目黒駅  恵比寿駅

目黒区目黒１-25-26
田道ふれあい館３階

目黒区三田１-11-７ 
厚生中央病院３階

第１土曜  ２時～４時
●バス停：権之助坂
　目黒駅～大岡山小学校前
　目黒駅～三軒茶屋駅　
　ほか
●バス停：田道小学校入口
　渋谷駅～大井町駅
　渋谷駅東口～五反田駅
　目黒駅～野沢龍雲寺

目
黒
駅

厚生中央病院

恵比寿
ガーデン
プレイス

JR
恵
比
寿
駅

でんどう

さんま

目黒通
り

山
手
通
り

月光原
第１日曜  ２時～４時
●バス停：月光原 五反田駅～世田谷区民会館（弦巻営業所）

目黒区目黒本町４-２-１ 清徳苑ホーム１階

武
蔵
小
山
駅

小山台
高校

小山台公園

信号

月光原 西口

補助26号線清徳苑

林試の森

目黒↓

都立大学駅
自由が丘駅

駒沢通
り

せらぴあ
三宿病院

祐
天
寺
駅

まちかど
保健室

さくらプラザ

信号

スーパー
sanwa

目黒税務署前

みずほ銀行
バーバー
タキザワ

ラミヨ

田切公園

蛇崩

三宿病院入口

小
学
校

東口
ロータリー

ラミヨ   目黒区五本木1-5-11 ラミヨ
第２土曜  ２時～４時  ←「ゲストを囲んで」 ※要予約
第２日曜  １時～４時
第４土曜  １時～４時

まちかど保健室
第４月曜  12時～２時
●バス停：水道局目黒営業所前
　目黒駅～三軒茶屋駅
　渋谷駅東口～洗足駅

目黒区中町２-31-10 
訪問看護STORY

せらぴあ
第２金曜  ２時～４時
●バス停：三宿病院前
　渋谷駅～下馬一丁目循環　
　目黒駅～野沢龍雲寺
●三宿病院行きシャトルバス
　下記駅いずれも「みずほ銀行」前発
・東横線祐天寺駅東口１：30／２：30／３：30
・田園都市線三軒茶屋駅北口Ｂ１：00／２：00／３：00　

目黒区上目黒5-33-12 
三宿病院 ３階講義室

東横線 祐天寺駅

渋谷

学芸大学駅

都立大学
第３土曜  １時半～３時半
●バス停：中根2丁目　多摩川駅～東京医療センター

目黒区中根2-10-20 
日扇会第一病院１階

都
立
大
学
駅

都立大学 日扇会第一病院

渋谷

ツルハドラッグ

目黒通り

ファーコス
　薬局くるみ

信号

↑

駒
沢
通り

学芸大学
西口商店

街

水車橋
通り

学
芸
大
学
駅

まいばすけっと

ローソン

MORIMOTO
（住宅ショールーム）

世田谷下馬
アライブホーム／下馬６丁目町会会館

ルーテル
都南教会 渋谷

↑

↑
Ｄカフェで         一服ちょっと
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Ｄカフェの上手な活用法

　 散歩のついでに
　 寄ってみよう
「予約不要」「出入り自由」
本格コーヒーが飲み放題です。
家族で、また友人と……。
気軽にお立ち寄りください。

　 認知症の人とペアで
　行ってみよう
ペアで参加してみましょう。
専門職やケア体験豊富な人た
ちがお迎えします。
ゆっくり相談もできますよ。

　 複数のＤカフェへ
　 行ってみよう
特長の異なるカフェで、いろ
いろな情報と仲間に出会えま
す。ニーズとテイストに合っ
たカフェを見つけましょう。

東急目黒線  武蔵小山駅
西小山駅

大岡山←

YORO
第４日曜  ２時半～４時

目黒区原町１-５-７ 養老乃瀧西小山店

フルーツ
一実屋

西
小
山
駅

大岡山

YORO

西口

フ
ァ
ミ
マ

↑

←

目黒

まいばすけっと

 自由が丘駅
↓

↑ 



03-5722-9702  目黒区福祉総合課

（金）

（月）

（日）

（水）

（土）

（金）

（土）

（日）

（日）

（木）

（水）

（木）

（水）

（木）

祐天寺

学芸大学

都立大学

中目黒

大岡山

西小山

東横線

目黒通り

駒沢通り

山手通り

17

医療・介護・社会保障・契約・就労など、多面的な相談ができます
・電話相談　月曜～金曜　９時～５時
・来所面談　予約制

東横線・学芸大学駅　03-3713-8205
自由が丘

東京医療センター

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

・専門医・セラピストによる
　鑑別診断
・医師や専門職による医療相談
・認知症患者と家族に対する初
　期集中支援
・目黒区のネット
　ワークづくり

～若年性専門のワンストップ相談～

若年性認知症総合支援センター

センター長の
清塚鉄人さん

田道ふれあい館

看護師と健康相談

武蔵小山

地域連携型センター
「三宿病院」
東横線・祐天寺駅
03-3711-5771

連絡先

天空（そら）の会
　どこ：北部包括支援センター
　いつ：第２木曜　１時半～３時半
あづまの会
　どこ：目黒区役所
　いつ：第３水曜　１時半～３時半
なごみの会
　どこ：西部包括支援センター
　いつ：第３木曜　10時～11時半
悠楽（ゆら）の会
　どこ：目黒本町社会教育館
　いつ：第４水曜　１時半～３時半
八重（やえ）の会
　どこ：中央町さくらプラザ
　いつ：第４木曜　１時半～３時半

16

ラミヨ　祐天寺駅
　どこ：五本木1-5-11  交流スペース「ラミヨ」
　いつ：第２土・日曜、 第４土曜　１時～４時
せらぴあ　祐天寺駅
　どこ：上目黒５-33-12  三宿病院内
　いつ：第２金曜　２時～４時
まちかど保健室　バス：水道局目黒営業所前
　どこ：中町２-31-10  訪問看護STORY
　いつ：第４月曜　12時～２時
世田谷下馬　学芸大学駅
　どこ：世田谷区下馬6-29-22  アライブケアホーム
　いつ：第３日曜　２時～４時
東が丘　バス：東京医療センター
　どこ：東が丘2-5-1  東京医療センター内
　いつ：第２水曜　２時～４時
都立大学　都立大学駅　
　どこ：中根２-10-20   日扇会第一病院内
　いつ：第３土曜　１時半～３時半
さんま　目黒駅・恵比寿駅
　どこ：三田１-11-７  厚生中央病院内
　いつ：第３金曜　２時～４時
でんどう　目黒駅
　どこ：目黒１-25-26  田道ふれあい館
　いつ：第１土曜　２時～４時
月光原　武蔵小山駅
　どこ：目黒本町４-２-１  清徳苑ホーム１階
　いつ：第１日曜　２時～４時
ＹＯＲＯ　西小山駅
　どこ：原町１-５-７  養老乃瀧西小山店
　いつ：第４日曜　２時半～４時

目黒認知症家族会  たけのこ
　どこ：交流スペース「ラミヨ」
　いつ：第２土曜　11時～12時半
レビー小体家族会  おしゃべり会
　どこ：学芸大学駅そば
　いつ：最終日曜　午後
若年性認知症家族会
　どこ：目黒区役所会議室
　いつ：不定期　２時～３時半

名前

介
護
者
の
会

ＮＰＯ「Dカフェnet」
03-3719-5592  
d-cafe@kazekusa.jp

03-3719-5527  takenoko@kazekusa.jp

03-5428-6891  北部包括支援センター
03-5724-8030  東部包括支援センター
03-5701-7244  西部包括支援センター
03-5724-8033  南部包括支援センター
03-5724-8066  中央包括支援センター

池尻大橋

電話
相談ＯＫ

NPO本部
じっくり懇談

■活動のスケジュール　2020年４月～９月

めぐろ認知症サポートマップ

センター長の
新里和弘さん

Ｄ
カ
フ
ェ

ラミヨ
せらぴあ
まちかど保健室
世田谷下馬
東が丘
都立大学
さんま
でんどう
月光原
YORO

天空（そら）の会
あづまの会
なごみの会
悠楽（ゆら）の会
八重（やえ）の会

家
族
会

※

予
定
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　 

出
か
け
る
前
に
、必
ず
確
認
の
お
電
話
を
！

本人・家族ほか誰でも参加できます
http://d-cafe.kazekusa.jp/

電話
相談ＯＫ Ｄ

カ
フ
ェ

介
護
者
の
会

「認知症の医療と介護の連携」を推進するセンター病院です。
広域・多機能の「地域拠点型」と、目黒区特化の「地域連携型」があります。
クリニックや介護事業所などとネットワークを組み、支援活動を行います。

地域拠点型センター
「松沢病院」

種別

京王線・八幡山駅
03-3303-7211

活動地域 特長

目黒区
世田谷区
渋谷区

・認知症の専門入院病棟
・１日でできる総合的な鑑別診断
・家族相談（要予約・自費）
・アウトリーチ
　（出前診療）

目黒区

無料

悠楽の会

（金）

（月）

（日）

（水）

（土）

（金）

（土）

（日）

（日）

（木）

（水）

（木）

（水）

（木）

６月
13（土）14（日）27（土）

（金）

（月）

（日）

（水）

（土）

（金）

（土）

（日）

（日）

（木）

（水）

（木）

（水）

（木）

８月
8（土）9（日）22（土）

（金）

（月）

（水）

（土）

（金）

（土）

（日）

（日）

（木）

（水）

（木）

（水）

（木）

11
28
―
9
19
18
5
6
27
12
27
―
10
16
17
23
24

９月
12（土）13（日）26（土）

ゆら

せらぴあ
三宿病院

４月
11（土）12（日）25（土）

（金）

（月）

（日）

（水）

（土）

（金）

（土）　

（日）

（日）

（木）

（水）

（木）

（水）

（木）

５月
9（土）10（日）23（土）

（金）

（月）

（日）

（水）

（土）

（金）

（土）

（日）

（日）

 

（木）

（水）

（木）

（水）

（木）

10
27
19
8
18
17
4
5
26
11
26
―
9
15
16
22
23

７月
11（土）12（日）25（土）

yururinletter@yahoo.co.jp
（土）

（日）

（土）

（日）

（木）

（土）

（日）

（金）

（土）

（日）

（木）

たけのこ
レビー おしゃべり会
若年性認知症家族会

（土）

（日）

（土）

（日）

でんどう

若年性家族会

なごみの会 

東が丘

ラミヨ
たけのこ

レビーの会

そら

天空の会

14
24
16
12
15
21
1
2
23
8
30
27
13
19
20
26
27

12
22
21
10
20
19
6
7
28
13
28
26
11
17
18
24
25

家
族
会

八重の会
や　え

世田谷下馬

東
横
線

目黒
線

田
園
都
市
線

目黒駒沢大学

洗足

恵比寿

厚生中央病院

さんま

養老乃瀧で介護相談

YORO

町のしゃべり場

月光原

都立大学
日扇会第一病院

まちかど保健室 

老人ホームと
町会のコラボ

10
27
19
8
18
17
4
5
26
11
26
23
9
22
16
22
23

8
25
17
13
16
15
2
3
24
9
31
―
7
20
21
27
28

あづまの会

※９月＝月光原住区センター

注）悠楽の会９月開催場所変更→月光原住区センター第１会議室　以後下期（９月～３月）はすべて月光原住区センター
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認
知
症
の
根
治
薬
は

で
き
て
い
な
い

　

認
知
症
を
治
す
薬
（
根
本
治

療
薬
）
は
、
い
ま
だ
に
開
発
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
現

在
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
に
対
し
て
４
種
類
、
レ
ビ
ー

小
体
型
認
知
症
で
１
種
類
の
薬

が
保
険
適
用
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
進
行
を
抑
制
す

る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
薬
。
血

第４回

認知症の治療薬

▼認知症！ なんとか治ってほしい。

　元気なお父さんに戻ってほしいから

　先生、効くクスリ出してください。

▼クスリをきちんと飲んでくれない！

▼クスリでボーとなっちゃった……

　これ、副作用？ 量が多かったの？

▼特効薬って、いつごろ出るんですか？

クスリにまつわる期待や不安はつきもの。

認知症専門医の新里和弘さんに

認知症とクスリについて

新薬開発状況などについて聞きました。

認
知
症
は
、「
治
療
重
視
」か
ら
、「
ケ
ア
・
生
活
重
視
」へ

■
認
知
症
を
「
治
す
」
ク
ス
リ
は

　
ま
だ
開
発
さ
れ
て
い
な
い

■
ク
ス
リ
に
頼
る
よ
り
も
大
切
な
こ
と

　
そ
れ
は
、
認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
と
対
応

■
ク
ス
リ
の
適
切
な
量
、
副
作
用…

…

　
か
か
り
つ
け
医
と
常
に
情
報
交
換

■
認
知
症
の
種
類
や
症
状
に
合
わ
せ

　
ク
ス
リ
の
力
も
上
手
に
活
用

や
妄
想
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
、

レ
ム
睡
眠
行
動
異
常
な
ど
特
徴

的
な
症
状
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
薬
を
併
用
す
る
こ

と
に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

薬
に
対
す
る
過
敏
性
が
高
い
た

め
、
認
知
症
専
門
医
が
関
わ
り
、

適
切
な
薬
の
調
整
を
す
る
こ
と

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

抗
認
知
症
薬
を
飲
み
続
け
て

い
る
ケ
ー
ス
も
よ
く
見
ら
れ
ま

す
が
、
進
行
し
て
い
る
場
合
や

効
果
が
疑
わ
し
い
場
合
に
は
減

薬
を
考
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

一
時
的
な
興
奮
を
抑
え
た
り

不
安
感
を
軽
減
す
る
た
め
、
睡

眠
薬
や
抗
不
安
薬
が
処
方
さ
れ

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
高

齢
者
に
用
い
る
と
転
倒
や
薬
剤

性
の
認
知
機
能
低
下
を
生
じ
や

What is

？認知症？
監修：新里和弘

管
性
認
知
症
や
前
頭
側
頭
型
認

知
症
に
は
保
険
適
用
と
な
る
治

療
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
薬
剤
」過
敏
性
が
高
い

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
は
幻
視

す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

服
用
に
は
注
意
を
要
し
ま
す
。

長
生
き
の
時
代

認
知
症
は
自
然
な
こ
と

　

80
代
後
半
で
４
割
、
90
代
前

半
で
６
割
、
後
半
で
は
８
割
も

の
人
が
認
知
症
で
す
。
認
知
症

は
「
長
生
き
」
か
ら
生
じ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。
長
生
き
に
認

知
症
は
つ
き
も
の
、
自
然
な
こ

と
と
と
ら
え
、「
治
療
重
視
」

と
い
う
〝
医
療
モ
デ
ル
〞
の
発

想
を
問
い
直
し
、
認
知
症
を
正

し
く
理
解
し
、「
ケ
ア
・
生
活

重
視
」
の
〝
社
会
モ
デ
ル
〞
へ

転
換
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
進

ん
で
い
ま
す
。
認
知
症
と
と
も

に
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社

会
、
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

ク
ス
リ
の
助
け
を
借
り
る

　

認
知
症
の
種
類
や
症
状
、
進

行
次
第
で
は
、
環
境
整
備
や
介

護
者
の
声
か
け
・
対
応
な
ど
の

ケ
ア
の
力
だ
け
で
は
状
況
が
改

善
せ
ず
、
薬
が
助
け
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
老

化
と
は
異
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

発
症
す
る
若
年
性
認
知
症
で
は
、

薬
で
進
行
を
抑
え
る
こ
と
が
よ

り
意
味
を
持
つ
で
し
ょ
う
。
必

要
に
応
じ
て
、
上
手
に
薬
の
力

を
借
り
る
こ
と
で
、
認
知
症
と

う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
薬
を
適
切
に
用
い
て
症

状
の
改
善
を
図
る
こ
と
は
、
認

知
症
の
当
人
だ
け
で
な
く
、
介

護
者
に
と
っ
て
も
大
事
な
サ
ポ

ー
ト
の
一
つ
で
す
。　

 
新
里
和
弘
さ
ん

（
に
い
ざ
と
・
か
ず
ひ
ろ
）

■新里和弘さんの「What is  認知症？」■■■
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熊
本
大
学
医
学
部
出
身
。

都
立
松
沢
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長
。

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は「
認
知
症
と
笑
い
の
効
用
」

落
語
家・安
楽
亭
く
し
ゃ
み
と
し
て
、

ラ
ミ
ヨ
寄
席
で
一
席
伺
う
こ
と
も
。

日
本
認
知
症
学
会
専
門
医・指
導
医
。

日
本
老
年
精
神
医
学
会
専
門
医・指
導
医
。

◎
主
な
著
書

『
認
知
症
治
療
薬 

老
年
期
の
行
動
異
常
、精
神
科

薬
物
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
照
林
社 

共
著
）

協
力
：

櫻
井
道
雄
・
厚
生
中
央
病
院
院
長

楢
林
洋
介
・
楢
林
神
経
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

Ｄ
カ
フ
ェ
の
人
た
ち

メ
デ
ィ
カ
出
版
刊

定
価 

本
体
１
８
０
０
円
＋
税

Ｎ
Ｐ
Ｏ「
Ｄ
カ
フ
ェｎ
ｅ
ｔ
」 著

新
里
和
弘 

監
修

レム睡眠行動異常：睡眠中に、大きな寝言を言う、
叫ぶ、暴れるなどの異常な行動を取ること

クスリの調
こまめに
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て
い
ま
す
。

  「
認
知
症
カ
フ
ェ
っ
て
何
が
良
い

の
？  

行
っ
て
ど
う
な
る
の
？
」
と

聞
か
れ
る
と
、
な
か
な
か
具
体
的
に

は
説
明
が
難
し
い
で
す
。
で
す
か
ら

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
は
、「
と
に

か
く
一
度
来
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と

お
話
し
し
て
い
ま
す
。
病
院
で
は
投

薬
、
手
術
、
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
っ
て
患

者
さ
ん
の
病
状
を
改
善
さ
せ
ま
す
が
、

認
知
症
カ
フ
ェ
と
い
う
の
は
「
場
」

を
提
供
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
「
場
」
に
患
者
さ
ん
や
介
護
者
、

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
医
師
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
人
が
参
加
し
、
つ
な
が
る
こ
と

に
よ
り
、
良
い
効
果
が
生
ま
れ
て
い

く
の
だ
と
い
う
こ
と
を
Ｄ
カ
フ
ェ
を

通
じ
て
痛
感
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

き
ち
ん
と
し
た
研
究
に
よ
り
、
認
知

「認知症 やさしく 　to  」A Z

目
黒
の
Ｄ
カ
フ
ェ
と
わ
た
し

北川先生の

北川尚之（きたがわ・なおゆき）さん

日本神経学会専門医・指導医、日本認知症学会専門医・指導医として、Ｄカフェ・さんま

開設時からカフェを支えてくれました。長年にわたる大病院での診療・研究経験から、今

後は地域医療・訪問診療のフィールドで超高齢化社会に向き合っていこうとしています。

Ｄ
カ
フ
ェ
に
参
加
し
て

介
護
の
負
担
感
を
改
善

　

３
月
に
厚
生
中
央
病
院
を
退
職
し
、

杉
並
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
お
別
れ
に
あ
た

り
、
Ｄ
カ
フ
ェ
へ
の
思
い
を
綴
っ
て

み
ま
す
。

　

厚
生
中
央
病
院
に
赴
任
し
た
の
は

13
年
前
で
す
。
当
時
認
知
症
カ
フ
ェ

と
い
う
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
見
た
り
参
加
し
た
の
は
Ｄ
カ

フ
ェ
が
初
め
て
で
し
た
。
認
知
症
カ

フ
ェ
が
厚
生
労
働
省
の〝
新
オ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン（
認
知
症
施
策
推
進
総
合

戦
略
）　

に
明
記
さ
れ
、
認
知
症
の

患
者
さ
ん
や
家
族
へ
の
支
援
の
た
め

の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
知
識
と
し

て
は
理
解
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
を

言
う
と
あ
ま
り
ピ
ン
と
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
現
在
で
は
、
Ｄ
カ

フ
ェ
を
通
じ
て
、
認
知
症
カ
フ
ェ
と

い
う
も
の
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、

そ
の
意
義
も
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ

症
カ
フ
ェ
に
参
加
し
て
い
る
介
護

者
さ
ん
は
、
幸
福
感
、
活
力
、
介

護
の
負
担
感
な
ど
が
改
善
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
カ
フ
ェ
が
こ
の
よ
う
に
う
ま

く
い
っ
て
い
る
の
は
、
ス
タ
ッ
フ

の
努
力
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
多
様

な
人
が
集
ま
り
つ
な
が
る
こ
と
に

よ
り
「
場
」
が
生
ま
れ
、
そ
こ
に

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
集
ま
っ
て

く
る
こ
と
を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
開
設
す
る
わ
た
し
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
も
、
Ｄ
カ
フ
ェ
の
よ

う
な
場
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
Ｄ
カ
フ
ェ
の
皆
さ
ん
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
生
中
央
病
院
総
合
内
科
　
北
川
尚
之

多
様
な
人
た
ち
が
集
い

つ
な
が
る
「
場
」



東園英姫さん　訪問介護ベアタケア
ひがしその   えい  ひ

細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
で

在
宅
継
続
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　   

扇  

貴
之
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共生型デイサービス：高齢者、障害者、子どもなど多様な利用者が共生し、
支え合うデイサービス。ケアサービスの包括化を志向する政府の政策

介護プロフェッショナルキャリア段位制度：2012年度に導入。介護スキルを４つの「段位」
で評価。介護職員の育成・指導とともに待遇面の公正な評価も期待されている

ア
ン
ト
と
の
接
し
方
な
ど
を
計
画

的
・
継
続
的
に
教
育
支
援
し
て
い

く
役
目
で
す
。
ま
た
、
ア
セ
ッ
サ

ー
自
身
に
も
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
、
チ
ー
ム
ケ
ア
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

  「
ベ
ア
タ
」
と
い
う
耳
慣
れ
な
い

言
葉
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
英

姫
さ
ん
の
洗
礼
名
で
す
が
、「
こ

の
世
で
も
っ
と
も
幸
せ
な 

人
」
と

　

会
社
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
四
つ
葉

の
ク
ロ
ー
バ
ー
。
そ
の
中
に
描
か

れ
た
小
さ
な
雫
に
は
「
小
さ
な
こ

と
や
些
細
な
こ
と
に
気
付
く
」
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ク
ロ
ー
バ
ー
の
職

員
は
「
お
も
て
な
し
の
精
神
」
を

大
切
に
、    

ゲ
ス
ト
（
利
用
者
）

フ
ァ
ー
ス
ト 

〞
の
姿
勢
を
貫
い
て

い
ま
す
。
例
え
ば
「
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
が
好
き
な
の
よ
ね
」
と
い
う
声

が
聞
こ
え
た
ら
、
ア
イ
ラ
ン
ド
キ

ッ
チ
ン
で
一
緒
に
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

を
作
っ
て
食
べ
る
な
ど
、
日
々
の

ケ
ア
の
中
か
ら
、
さ
さ
や
か
な
声

を
拾
い
上
げ
、
実
現
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
デ
イ
は
年
中
無
休
。 

介
護

者
の
急
な
出
張
な
ど
予
期
せ
ぬ
事

態
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、
利
用
者

の
在
宅
生
活
の
継
続
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
夕
食
サ
ー
ビ
ス
、
夜
８

時
ま
で
の
延
長
な
ど
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
多
忙
な
家
族
に
と

っ
て
、
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届

く
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

19
年
１
月
か
ら
は
上
の
階
で
放

課
後
デ
イ
を
始
め
ま
し
た
。
下
の

高
齢
者
デ
イ
と
の
交
流
タ
イ
ム
を

作
り
、
共
生
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の「
た

だ
い
ま
」
の
声
が
響
く
環
境
は
、

子
ど
も
と
高
齢
者
の
双
方
に
幸
せ

の
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。

扇 貴之さん　
デイサービスクローバー学芸大学

おうぎ   たかゆき

し
ず
く

〝

、  

、  

、

い
う
意
味
。 

利
用
者
さ
ん
を
幸
せ

に
し
た
い
と
願
う
ベ
ア
タ
ケ
ア
に

ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

患
者
さ
ん
と
家
族
の

日
常
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
清
水  

惠
一
郎

変
わ
ら
な
い
モ
ッ
ト
ー

「
利
用
者
の
役
に
立
つ
」

　
　
　
　
　
　
　   

東
園  

英
姫

  「
ご
利
用
者
さ
ん
が
必
要
と
す
る

こ
と
は
基
本
的
に
す
べ
て
引
き
受

け
ま
す
」
と
東
園
さ
ん
。  

ス
タ
ッ

フ
に
は
、
年
末
年
始
や
夜
中
で
も

「
喜
ん
で
の
気
持
ち
で
引
き
受
け

て
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。  

夜
中
も

オ
ン
コ
ー
ル
で
社
長
の
東
園
さ
ん

か
管
理
者
の
い
ず
れ
か
に
つ
な
が

る
体
制
に
し
て
い
る
の
は
、「
利

用
者
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う

思
い
か
ら
。 

立
ち
上
げ
か
ら
18
年

を
経
て
も
変
わ
ら
な
い
ベ
ア
タ
ケ

ア
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　

ベ
ア
タ
ケ
ア
に
は
「
介
護
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
キ
ャ
リ
ア
段
位

制
度
」
の 

〝
ア
セ
ッ
サ
ー
（
評
価

者
）〞
の
資
格
者
が
東
園
さ
ん
を

含
め
３
人
い
ま
す
。 

介
護
職
員
の

実
践
的
な
ス
キ
ル
を
評
価
・
教
育

し
て
い
く
専
門
職
で
、
職
員
に
対

し
日
常
業
務
を
通
じ
て
、
情
報
収

集
や
問
題
解
決
の
方
法
、
ク
ラ
イ

　

日
本
で
13
人
目
の
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
医
で
あ
る
清
水
さ
ん
。
認

知
症
の
患
者
さ
ん
と
家
族
の
生
活

を
長
年
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。

  「
薬
は
反
対
か
ら
読
む
と
リ
ス

ク
」
と
言
う
清
水
さ
ん
は
、「
人

が
薬
。
そ
し
て
、
言
葉
も
薬
」
と
、

認
知
症
ケ
ア
で
大
切
な
の
は
心
温

ま
る
人
と
の
関
わ
り
、
言
葉
が
け

で
あ
る
と
続
け
ま
す
。 

初
め
て
阿

部
医
院
を
訪
れ
た
際
に
は
良
好
と

は
言
い
難
か
っ
た
認
知
症
の
人
と

家
族
の
関
係
も
、
各
々
の
言
葉
に

耳
を
傾
け
、橋
を
渡
し
て
い
く
「
医

術
」
が
、
次
第
に
解
き
ほ
ぐ
し
て

い
き
ま
す
。 

か
か
り
つ
け
医
と
し

て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
と
し
て

提
供
す
る
の
は
生
活
に
基
づ
く
医

療
、
つ
ま
り
患
者
さ
ん
と
家
族
を

総
合
的
に
診
る
医
術
。

　

清
水
さ
ん
は
、
折
を
見
て
、

「
今
後
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ

た
ら
ど
う
し
た
い
か
」「
最

期
は
ど
こ
で
ど
う
迎
え
た
い

か
」
な
ど
を
聞
き
、
相
談
ノ

ー
ト
に
記
録
し
ま
す
。 

た
と

え
家
族
間
で
話
し
合
い
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

本
人
が
望
む
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
と
の
思
い
か
ら

始
め
た
こ
と
で
す
。 

こ
れ
か

ら
迎
え
る
多
死
時
代
に
向
け

て
、
医
師
に
求
め
ら
れ
る
大
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認知症サポート医：2005年度に創設。地域における認知症の医療・介護連携の推
進、かかりつけ医へのアドバイスなどを行う高い専門性を持つ医師

介
護
の

ミ
カ
タ

切
な
「
医
術
」
の
一
つ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

〜
頼
も
し
い
現
場
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
〜

患者一人ひとりに総合的に向き合う地域医療の先駆者
　―認知症サポート医　清水惠一郎さん―

24時間365日、困っている人がいたら駆けつける
　―訪問介護　介護福祉士　東園英姫さん―

ゲストの願いに気付き実現する「おもてなし」の心
　―デイサービス　扇貴之さん―

清水惠一郎さん　阿部医院
し  み  ず   けい  いち  ろう



☎03-3717-3115
http://www.care-mate.co.jp

障害者支援

住宅改修
デイサービス

24時間定期巡回ケアプラン作成

地域のコンビニ介護屋
株式会社ナイスケア ケアメイト大岡山

厚生労働大臣許可　看護師家政婦（夫）紹介所

介護や

家事・育児などの

“ちょっと困った”を

ケアワーカーが

解決します。

※ケアワーカーとは家政婦（夫）のことです

☎03-3717-7143
http://www.nice-care.co.jp

介護保険以外は
こちら　→

福祉用具
訪問介護

創業昭和30年～不易流行

この町で、ずっと‥‥
地域に根ざした活動を続ける、頼りになる介護・看護企業

＋

優っくり小規模多機能介護 目黒中央暮らしを支える総合的な介護サービス

訪問 通い 宿泊＋
３つのサービスを１か所で

デイサービスと同じ場所で、お泊りもできます。
ヘルパーがご自宅まで伺うこともできます。
優っくり小規模多機能 目黒中央は
皆さまの在宅介護を全面的にサポートします。

目黒区中央町2-32-23
電話 03-5734-1643

ﾒｰﾙ megurochuo-syoukibo@foryou.or.jp

居宅介護支援事業所
☎03-5436-6081☎ 03-6417-0341

訪問介護

24時間定期
巡回訪問

障害福祉
サービス

看護師・
家政婦（夫）
紹介

ケアプラン
作成

有限会社 はぎ介護センター      目黒区目黒2-8-10 アーバン目黒ビル ５階・７階

５階７階
fax 6417-0342 fax 5436-6082

住み慣れた街で、家で、暮らし続けたい。
そのお気持ちを大切に、
サービスに努めます。

http://www.hagi-kaigo.co.jp/

優っくり小規模多機能 目黒中央／奉優会



ケアプラン作成

ナースステーション東京 ～目黒～

マイケアプランセンター東京 ～目黒～

24時間
対応

看護師・理学療法士・作業療法士・
言語聴覚士がご自宅に伺います。

健康チェック リハビリ 医療処置

介護相談・アドバイス

目黒区上目黒2-36-3

Tel 03-6417-0561

Tel 03-6417-0562

☎03-6452-3539

有限会社 生羅　目黒区中央町2-16-3  ミネタウンハウスＢ棟

☆訪問介護
☆デイサービスセンター
☆ケアプラン作成

お気軽にお電話下さい

070-5558-1063

生羅にご依頼ください
〈笑顔〉のある介護現場！
後悔しない介護を心がけています

目黒区自由が丘1-23-24  サンテラス自由が丘101
03-5701-2010  http://jiyuugaoka.net/

ご相談はこちらへ
Tel 03-6303-4894
Fax 03-6303-4895

目黒区中目黒 5-1-19 1 階

ad board 介護のミカタ

看護師／ケアマネジャー／リハビリスタッフ

豊かな経験と確かなケアで
ご自宅の療養を支えます

ケアプラン
介護相談　
医療処置　
認知症ケア　
末期・難病
リハビリ　
床ずれ

24時間対応

網目のように織られた絹。縦と横幾重にも
重なり合ってるので丈夫な織物を形作りま
す。丈夫でありながら、とてもしなやかな
んです。お客様・ご家族様をはじめ、支援
に関わる多くの方々、そして私達、縦横の
交わりを通して、お客様の生活をしなやか
に支えたい！！　認知症の方に寄り添いた
い！！　そんな願いが≪生羅≫の二文字。

訪問看護ステーションSTORY学芸大学
まちかど保健室　Ｄカフェまちかど保健室

S
TO

RY
を大事にし

ま
す

あ
なただけの物語

在宅看護専門看護師
看護師・保健師
認知症ケア専門士

目黒区全域
世田谷区一部

24時間対応

急患受付

赤ちゃんからお年寄りまで
ご自宅での療養をお手伝いします

どなたでもお気軽にお越し下さい

相談
無料

目黒区中町2-31-10
元区役所  さくらプラザ近く



介護のミカタad board

お気軽にお立ち寄りください！

お問い合わせ・資料請求はー
電話 03-6451-0635

Email ghkagayaki_meguro@orion.ocn.ne.jp

グループホーム

かがやき目黒
153-0063  目黒区目黒 4-17-18

お問い合わせ・資料請求はー
電話 03-3718-6866

Email ghhikari_meguro@crest.ocn.ne.jp

～「安心」と「安らぎ」の空間～

グループホーム

ひかり目黒
152-0032  目黒区平町2-15-20

「第二の我が家」と思っていただける、
家庭的で温かい、心のこもった介護を

株式会社日光ハウジング
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コスガ聡一（こすが・そういち）さん
認知症カフェジャーナリスト。これまで訪れたカ
フェは全国200カ所以上。朝日新聞社のウェブ
メディア「なかまぁる」で、動画コーナー「コッ
シーのカフェ散歩」を連載中。 

認知症カフェ

であい旅

　大阪府泉大津市の川端徹医師は、地元で
２代続く開業医。幼い頃、祖母に連れられ綱
を曳いたことがきっかけでだんじり祭りに夢
中になり、小・中学時代、青年団、若頭、世話
人とすべての年代に参加、さらに祭り全体の
運営にも携わってきました。
　2014年、認知症サポート医である川端先
生は市役所の会議で認知症サポーターを増
やすアイデアを求められ、だんじり祭りのメ
ンバーに受講してもらおうと思い付きます。
「だんじりは地域に密着した真面目な活動
なので向いていると思いました」
　こうして始まった「だんじり認知症サポー
ター」は、お祭りに向けた〝寄り合い〟に認知
症サポーター養成講座を組み込み、10月のお
祭り本番でオレンジリングを身に着けてもら
うというものです。
　今年も川端先生の所属する「上之町」をは
じめ、多くの町会でリングを身に着けた人た
ちがだんじりを曳きました。沿道にもリングを
した人がいたことは、取り組みへの地域の理
解があることを示します。
　ここまで来るには、川端先生と同い年の通

まちの誇りとオレンジリングを結びつける挑戦
「だんじり認知症サポーター」（大阪府泉大津市）

一隅を照らす庵
▼大阪府泉大津市戎町5-13　
▼0725-32-2580（川端医院）
▼毎週金曜日

泉大津のまちを疾走する「上之町」のだんじり

称「同志会」の協力がありました。その一人、
藤原誠一さんは、「だんじりでは年長者が範
を示せば若い子は真似してくれる。だから率
先してリングを身に着けている。俺たちはと
おるちゃんサポーターや」と笑います。
　川端先生と仲間たちの努力もあり、「だん
じり認知症サポーター」は関西一円に賛同を
広げ、いまや2400人超のサポーターが誕生し
ています。
　2019年６月、川端先生は自身のクリニック
近くに「一隅を照らす庵」というスペースをオ
ープンさせました。そこでは毎週金曜に認知
症カフェが行われ、サポーターを含む地域の
人たちが集まっています。
　お祭りや行事などは、その運営を通じて地
域の絆が生まれる機会です。そこに認知症
啓発を織り込む「だんじり認知症サポー
ター」のアイデアは、全国で参考にできるは
ずです。

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
手
首
に
着
け
た

川
端
さ
ん

※オレンジリング：養成講座を受講し〝認知症サポーター”
　に認定された人に渡されるオレンジ色のリストバンド



目黒区主催
ＢＰＳＤケアプログラム
養成研修スタート

厚生労働省から
Ｄカフェ・せらぴあに視察
８月９日

認知症施策推進室長 岡野智晃さん
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厚
生
労
働
省
老
健
局
認
知
症
施
策

推
進
室
の
岡
野
智
晃
さ
ん
、
加
藤
英

樹
さ
ん
、
坪
井
由
紀
子
さ
ん
が
「
病

院
で
開
催
す
る
カ
フ
ェ
を
体
験
し
た

い
」
と
、
三
宿
病
院
の
せ
ら
ぴ
あ
を

訪
れ
、
認 

知
症
の
本
人
、
介
護
家
族
、

医
療
職
な
ど
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
に
発
表
さ
れ
た
「
認
知

症
施
策
推
進
大
綱
」
で
は
、
今
後
５

年
間
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
①

普
及
啓
発
・
本
人
発
信
、
②
予
防
、

③
医
療
・
ケ
ア
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
・

介
護
者
支
援
、
④
認
知
症
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
推
進
・
若
年
性
認
知
症
支
援
、

⑤
研
究
開
発
・
産
業
促
進
・
国
際
展

き　ら　りＤカフェＤカフェ

三宿病院の清塚鉄人さんたちと語る 

開
を
示
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
施
策

推
進
室
は
そ
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
部

門
で
す
。

加藤英樹さん（右）

韓国 梨花女子大学の４人
Ｄカフェ・ＹＯＲＯを訪問
８月25日

　

Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
を
訪
れ
た
の
は
梨
花
女

子
大
学
社
会
福
祉
学
科
の
４
年
生
、

キ
ム
・
イ
ヨ
ン
さ
ん
、
カ
ン
・
ヘ
ヨ

ン
さ
ん
、
キ
ム
・
ウ
ネ
さ
ん
。
「
認

知
症
カ
フ
ェ
の
活
性
化
方
策
を
テ
ー

マ
と
す
る
公
募
展
」
に
参
加
す
る
た

め
の
調
査
・
見
学
で
す
。
か
ね
て
よ

り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
Ｄ
カ
フ
ェ
の

活
動
を
ウ
ォ
ッ
チ
し
て
い
た
と
か
。

夏
休
み
ツ
ア
ー
を
組
み
、
通
訳
を
伴

っ
て
の
来
訪
で
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
「
日
本
版
Ｂ
Ｐ
Ｓ

Ｄ
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
養
成
研
修
が

開
催
さ
れ
、
介
護
職
約
30
名
が
参
加

し
ま
し
た
。こ
れ
は
東
京
都
医
学
総

合
研
究
所
が
開
発
し
た
認
知
症
の
行

動
・
心
理
症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
に
向
き

合
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、Ｂ
Ｐ

Ｓ
Ｄ
を
病
気
で
は
な
く
、
認
知
症
の

人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
捉
え
、
心
の
中

の
思
い
や
願
い
を
知
り
、
有
効
な
ケ

ア
戦
略
を
ケ
ア
チ
ー
ム
で
導
き
出
す

た
め
の
も
の
で
す
。

　
区
役
所
で
の
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

タ
（
管
理
者
の
意
）
研
修
の
後
、
各
事

業
所
で
実
習
を
し
、
そ
の
結
果
を
基

に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
行
い
ま

し
た
。こ
の
研
修
は
20
年
度
も
継
続

し
ま
す
。

　

も
の
盗
ら
れ
妄
想
や
徘
徊
な
ど
、

家
族
が
最
も
頭
を
悩
ま
す
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ

の
問
題
の
一
段
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

警
視
庁
は
東
京
都
や
各
種
団
体
・

企
業
と
連
携
し
て
「
特
殊
詐
欺
根
絶

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
東
京
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
の
被
害
は
「
還
付
金
等

詐
欺
」31
％
、「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」28
％
、

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗
」
26
％

（
い
ず
れ
も
件
数
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

増
加
が
目
立
つ
の
が
還
付
金
詐
欺
。

区
役
所
や
金
融
機
関
の
職
員
を
か
た

り
、
携
帯
電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ

せ
る
手
口
で
す
。『
還
付
金
制
度
』
は

申
告
書
な
ど
で
請
求
す
る
も
の
で
、

電
話
で
の
手
続
き
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

〝
女
性
の
架
け
子
（
詐
欺
犯
人
）〞
に

よ
る
被
害
も
急
増
中
で
す
。電
話

で
暗
証
番
号
を
聞
い
た
り
、
通
帳
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に

来
る
な
ど…

…

。こ
の
よ
う
な
怪
し

い
電
話
が
あ
っ
た
ら
、「
躊
躇
せ
ず
１

１
０
番
通
報
」
と
警
視
庁
で
は
訴
え

て
い
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
根
絶
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
東
京
の
サ
イ
ト
で
は
、
特

殊
詐
欺
の
最
新
の
手
口
を
動
画
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特殊詐欺根絶
アクションプログラム・
東京
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き　ら　りＤカフェＤカフェ

通院・退院のお手伝い

旅行や冠婚葬祭 など

いろいろな用途にご利用ください

090-3903-5733

東京消防庁認定　民間救急

そよ風福祉タクシー

そよ風福祉タクシー　　目黒区目黒本町1-16-13

ご予約・ご相談は

そばにいて安心  真心の福祉タクシー ボランティアスタッフ募集
Dカフェにはあなたの能力を生かせる
さまざまな活動や仕事があります

〈
Ｄ
カ
フ
ェ
〉

☆
各
店
の
運
営

☆
新
規
カ
フ
ェ
計
画

〈
編
集
〉

☆
取
材
／
撮
影

☆
執
筆
／
編
集

〈
そ
の
他
〉

☆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理

☆
イ
ベ
ン
ト
計
画

☆
広
報
／
広
告

03-3719-5592   d-cafe@kazekusa.jp



杉本 聖奈 （すぎもと・まりな）です。
1986 年に東京で生まれ、先天性聴覚障
がいと「人とは何かちがう独特の個性」
の中で成長してきました。
私にとって大切だったのは、物事や人
とのつながりを理解するために「絵を
描く」ということ。
でも目の前で起こることをいつもつか
まえられずにもどかしく過ごしていました。
もっと知りたい。もっと伝えたい。
コトバが満たない子供の頃の目線を残して、日常のありの
ままを皆さんと共感できたら嬉しいです。
どうぞよろしくお願いいたします。

■写真満載  Ｄカフェ全10店を紹介
　祐天寺、学芸大学、都立大学、自由が丘、西小山、武蔵
　小山……
　東急電車とバスを乗り継いで回る“Ｄカフェ小さな旅”
■新里和弘さんの「What is 認知症？」　
　松沢病院認知症疾患医療センター長の新里さんが
　認知症との向き合い方、医療・介護サービスのことなど
　住み慣れたまちで暮らし続けていくための知恵を伝授
■専門職へのインタビュー「介護のミカタ」　
　ケアマネ、ヘルパー、かかりつけ医、看護師……
　医療・介護現場を支える“頼もしいスペシャリストたち”
■連載エッセイ＆コラム
　エッセイ
　コラム
　
　ルポ
　漫画

次号予告　2020 年 9月15日発行
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2020年（令和２年）３月15日発行
発行所　特定非営利活動法人 Ｄカフェまちづくりネットワーク
Web　　http://d-cafe.kazekusa.jp/
E-Mail 　d-cafe@kazekusa.jp　　TEL&FAX      03-3719-5592

介護者がつくる認知症情報誌

No.12でぃめんしあでぃめんしあ

表紙画 ＜杉本聖奈立体イラストの世界＞

http://nan-na.jp/

主な活動歴
2011　銀座で第1回個展「こころの絵カードの世界」展
2012　ＮＨＫろうを生きる難聴を生きる「わたしの絵は"ことば"」出演
2013　東京メトロクッキー缶「東京三歩」パッケージデザイン担当
2014　『聖奈の絵はコトバ』（中央法規出版）刊行 本づくり大賞優秀賞受賞
2015　地下鉄博物館で作品展開催
2016　障害者スポーツ文化センター横浜ラポールで作品展開催
2017　全国若年認知症フォーラムで「でぃめんしあ」表紙原画展、講演
2017　日本テレビ「ぶらり途中下車の旅」出演
2018　ギャラリー電車「えのでん絵日記号」３カ月間運行
2018　鉄道イラストで国交省日本鉄道賞「特別賞」受賞
2018　江ノ電グレープグミゼリーパッケージデザイン担当
2019　トット基金美術展、聴覚障がい者芸術展、パラアートフェスに出展
2020　４月より三井アウトレットパーク横浜ベイサイドで常設展示

「でぃめんしあ」は区の施設、地域包括支援センター、そして
  医療機関、薬局、介護施設など約900カ所で無料配布しています

「Dカフェの風景」
「地域医者のひとり言」
「認知症 やさしくA to Z」
「認知症カフェ であい旅」
「ゆずこのど素人介護」






